
第４回JPA PG カップin 富士山  テイクオフに関するローカルルール 

JPA競技事業部 

・テイクオフに関するローカルルール設定の趣旨 

この度は、第４回JPA PG カップin 富士山にエントリーいただきありがとうございます。本大会では、

昨年の大会アンケートに記載された要望を鑑み、テイクオフに関して、大会初日は昨年度のJNL（現PNL）

の順位、2日目以降は前日までの総合順位を基にした、プール制テイクオフを導入いたします。その目的

は、狭いテイクオフエリアからの選手の円滑なテイクオフを実現することにあります。選手の皆様にと

っては、自分の出るタイミングをあらかじめつかんでいただき“出たいのに出られない状況、割り込み”

などのストレスを感じることのない運営を目指しております。選手の皆様に於かれましては、本ローカ

ルルールの趣旨をご理解いただき、事前にルールを理解したうえで、参加してくださいます様、お願い

申し上げます。 

 

・プール制テイクオフについて 

 プール制テイクオフとは、参加選手をあらかじめ順位順にグループに分け、上位グループからテイク

オフしていきます。グループは成績順で男性１０名、女性５名で構成され、同じグループ内では、参加

選手の間でテイクオフ順を調整していただきます。一連の流れとしては、ゲートオープン前に、準備を

終えた最初のグループの選手から、ウェイティングゾーンからプールゾーンに入って待機します。選手

は順次、テイクオフディレクターのコールにより、プールゾーンからテイクオフゾーンに入り、テイク

オフしていきます。（各ゾーンに関しては次ページの図を参照してください。）基本的に自分が所属す

るグループでテイクオフしていただきますが、何らかの理由により、テイクオフできなかった選手は、

次のグループがプールゾーンに入ったときに、最後のプールへ回って、テイクオフしていただきます。

グループメンバーのチェックに関しては、チェックするスタッフを設けますが、選手間のモラルでルー

ルを守っていただきたいと思います。 

 

・受付およびテイクオフでのウェイティング方法 

 選手の皆さんは受付時に必ず自分のテイクオフ順のグループを確認してください。 

プール制テイクオフを円滑に進めるため、テイクオフに上がったら、テイクオフ南北（富士山に向か

って左右）にそれぞれ設けられたウェイティングゾーンに、同じグループのメンバーが均等に分かれる

ように、プールゾーン入り口を先頭にして上位グループから順番に機材を並べて待機してください。南

側に並んだから南のテイクオフゾーン、北に並んだから北のテイクオフゾーンから出るということでは

ありません。狭いテイクオフの限られたエリアでのウェイティングとなります。テイクオフを円滑に進

めるためご協力をお願いいたします。 

 

・テイクオフのやり直し、テイクオフディレクターの指示に関して 

 テイクオフを技術的な理由で失敗した場合、テイクオフディレクターはテイクオフを円滑に進めるこ

とを考慮し、すぐにやり直しか、プールゾーンで待機かを支持します。待機を命じられた場合は、プー

ルゾーンに一旦戻っていただきます。また、テイクオフディレクターがテイクオフの指示を出している

にもかかわらず、長時間テイクオフしない選手に対しても、一旦、プールゾーンに戻っていただきます。

また、機体をセットアップしたときに、ライザーを外して、ラインチェックをしなければならない状況

になった場合は、全てのグループの後に回っていただきます。選手の皆さんはあらかじめラインチェッ

クをして、テイクオフゾーンに入ってください。 
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